
○岡田議長 次に、矢田貝議員。

〔矢田貝議員質問席へ〕

○矢 田貝 議員 野党 と して再 出発 いた しまし た公 明党の 矢田 貝香

織で ござ います 。今 回 の党の 決断 が希 望と安 心に 満ちた 未来 を切

り開 く契 機とな るよ う 、私も 米子 市議 会にお きま して「 大衆 とと

もに 」の 立党精 神を 胸 に一層 努力 して まいり たい と存じ ます 。私

は令 和７ 年１２ 月定 例 会にお きま して 、大要 ３点 の質問 をし てま

いり ます 。市長 をは じ め、執 行部 の皆 様の積 極的 、また 前向 きな

御答弁を期待しております。よろしくお願いいたします。

大要１でございます。障がいがある人への支援について。

日 常生 活用具 給付 事 業につ いて 質問 いたし ます 。まず 、本 市日

常生 活用 具給付 事業 の 過去１ ０年 間の 追加、 見直 しした 内容 と決

定までの協議について伺います。

○岡田議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 日常生 活用 具の 追加、 見直 しにつ いて でご

ざい ます 。過去 １０ 年 の見直 しと いた しまし ては 、平成 ２８ 年、

平成 ３０ 年、令 和元 年 、令和 ２年 に品 目の追 加や 対象者 の見 直し

など を行 ったほ か、 最 近では 令和 ４年 ７月に 災害 時用自 家用 発電

機、 蓄電 池を追 加、 令 和６年 ４月 に暗 所視支 援眼 鏡、人 工内 耳音

声信 号処 理装置 、あ わ せまし て、 当該 装置を 利用 される 方が 使用

する 専用 電池や 充電 器 など６ 品目 の計 ８品目 を追 加いた しま した

ほか 、視 覚障が い者 用 時計の 耐用 年数 を１０ 年か ら５年 に変 更し

たと ころ でござ いま す 。これ らの 追加 や見直 しに ついて は、 当事

者の 方な どから の要 望 などに 基づ きま して他 自治 体の動 向も 考慮

しつ つ、 課内で の検 討 を経た 上で 決定 をして いる ところ でご ざい



ます。

○岡田議長 矢田貝議員。

○矢 田貝 議員 この 日 常生活 用具 の給 付内容 の拡 充、ま た期 間を

決め た協 議、見 直し と いうの を幾 度か 質問を させ ていた だき まし

た。 その 都度、 当局 の お答え は、 要望 を受け たら その都 度に 判断

して いく という もの で ござい まし た。 今回も 同じ ような 答弁 でご

ざい まし たけれ ども 、 過去１ ０年 振り 返って みて いただ きま した

が、 おお むね２ 年ご と には動 きが ある ように 印象 を受け たと ころ

でございます。

そ れで は、変 更は 何 をもっ て判 断さ れてい ます か。ま た、 他の

市町 村を 参考す る際 に はどの よう な方 法で情 報を 得られ てき たの

かお伺いいたします。

○岡田議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 日常生 活用 具の 種目の 追加 、対象 者や 基準

額の 見直 しにつ きま し ては、 品目 の価 格やニ ーズ 、追加 や見 直し

を行 った 場合の 効果 な どを十 分に 協議 をし、 検討 の上、 判断 して

いる とこ ろでご ざい ま す。ま た、 他市 町村の 動向 につき まし ては、

担当 者が 個別に 電話 、 ｅメー ルな どに よりま して 照会を 行い 、情

報収集をしているところでございます。

○岡田議長 矢田貝議員。

○矢 田貝 議員 検討 し ようか なと 思っ たとき に、 他市町 村へ のア

クセス、動きがあるということが分かりました。

そ れで は、一 つ伺 っ てみた いと 思い ますが 、排 せつ機 能の 障が

いの ため にスト マを 造 設され た方 への 支援に つい て、現 在は パウ

チ（ 収納 袋）の 購入 補 助のみ です けれ ども、 パウ チ以外 にも 器具



洗浄 剤や ストマ 用消 臭 剤など 必要 なも のがご ざい ます。 また 、一

時的 スト マの方 への 支 援はご ざい ませ ん。支 援拡 充を検 討し てい

ただきたいと要望いたしますが、いかがでしょうか。

○岡田議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 ストマ を造 設さ れた方 から パウチ 以外 の用

品の 負担 に対す る支 援 につい て、 給付 対象と なる かどう かの お問

合せ など がござ いま す けれど も、 現在 パウチ のみ を給付 の対 象と

して おり まして 、周 辺 用品に つい ては 対象と して ないと ころ でご

ざいます。

一 時的 にスト マを 利 用され る方 、造 設され る方 の支援 につ いて

でご ざい ますが 、ス ト マを造 設さ れた 方への パウ チ購入 の補 助に

つき まし ては、 国が 定 めます 障害 者総 合支援 法の 日常生 活用 具給

付等 事業 におき まし て 、身体 障害 者手 帳を所 有す る障が い者 を条

件と して おりま すこ と から、 給付 につ いては 現在 のとこ ろは 考え

ていないところでございます。

○岡田議長 矢田貝議員。

○矢 田貝 議員 ２０ ２ ０年１ １月 、広 報よな ごの 特集で 、「 がん

と共 に生 きる」 で紹 介 された 、子 育て 、働く 世代 のがん 患者 と家

族の 集い が発行 され て いる通 信が ござ います 。私 は毎号 読ま せて

いた だい ており ます が 、私は その 当事 者の声 から 本日質 問を させ

てい ただ いてお りま す 。また 、部 長の 御答弁 で触 れられ まし た問

合せ こそ がニー ズで あ り、私 は要 望な どでは ない かと思 いま す。

一時 的な ストマ 造設 者 につい ては 自治 体が作 成を された 意見 書に

対し て、 医師に 記入 を しても らっ た上 で自治 体に よって 判断 する

とい うと ころも ある よ うでご ざい ます 。ぜひ 現制 度には 当て はま



らな いの でとい う考 え 方であ ると 、そ れは市 民の ニーズ をど のよ

うに 把握 されて いる の か、そ の姿 勢が ないと いう ふうに 受け 取ら

ざる を得 ないと 思い ま す。仮 に制 度上 事業の 対象 外のニ ーズ であ

って もど のよう な支 援 ができ るの かを 協議す るの が本来 の姿 では

ない でし ょうか 。ま た 、当事 者や 家族 、ある いは 支援者 の声 を聞

きお いて 、内容 を調 査 し、協 議、 検討 をする とい う庁内 スキ ーム

を明確にしていく必要があると思います。いかがでしょうか。

○岡田議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 現在、 当事 者や 団体か らの 要望に 対し ては、

課内 で要 望内容 や日 常 生活用 具の 情報 などを 共有 し、必 要性 や効

果な どに ついて 十分 に 検討し た上 で見 直しを する ことと して おり

ます 。庁 内スキ ーム を 構築す るこ とに つきま して は、現 時点 で予

定は して おりま せん が 、課内 にお きま して現 行の 給付内 容の 検討

方法 、要 望があ って か ら整理 する とい うこと では なくて 、何 か仕

組み とし て整理 する よ うな検 討手 法を 検討し てい きたい と考 えて

おります。

○岡田議長 矢田貝議員。

○矢 田貝 議員 前向 き な御答 弁を いた だいた と思 います 。職 員の

皆様 は人 事異動 があ り ますの で、 要望 の有無 にか かわら ず、 今お

っし ゃっ たよう に期 間 を定め て見 直し 、検討 して いく仕 組み とい

うのは必要だと思います。どうぞよろしくお願いいたします。

さ て、 鳥取県 には が ん患者 に対 する ウイッ グ、 補整下 着の 購入

費用 を助 成する 制度 が ござい ます 。購 入経費 から 県の補 助金 を控

除し た額 に対し て独 自 助成し てい る市 町村も ござ います 。本 市で

も取り組んでいただきたいと思いますが、いかがでしょうか。



○岡田議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 本市独 自の 助成 につい てで ござい ます が、

鳥取 県が 実施し てい る がん患 者に 対す るウイ ッグ 、補整 下着 等の

購入 費助 成は、 がん 患 者の心 理的 負担 を軽減 し、 療養生 活の 質の

向上 を図 るため に大 切 な制度 であ るこ とは認 識を してお りま す。

県内 でも 県の補 助へ の 上乗せ 助成 を行 ってい る自 治体は ある こと

は承 知を してお りま す けれど も、 現在 本市で 独自 の費用 助成 は考

えて いな いとこ ろで ご ざいま す。 今後 どのよ うな 支援が 必要 であ

るか 、当 事者の 声や ニ ーズを 把握 して いきた いと 考えて おり ます。

○岡田議長 矢田貝議員。

○矢 田貝 議員 まち づ くりで 大き な予 算が必 要な 事業と 比べ ます

と、 福祉 の取組 、見 に くいと ころ 、分 かりに くい ところ があ るか

もし れま せん。 です が 、ぜひ とも 検討 いただ きた いとい うふ うに

思い ます 。がん は共 に 生きる 時代 でご ざいま す。 本市と して も患

者様 の社 会参加 を応 援 してく ださ い。 また、 医療 用ウイ ッグ を必

要と する 方はが ん治 療 による 脱毛 以外 にもい らっ しゃい ます 。も

し今 後市 の助成 制度 を 検討す る際 には 御配慮 いた だきま すよ うに、

改めてお願いをしておきたいと思います。

次 に、 （２） の情 報 保障の 推進 につ いて伺 って まいり ます 。先

月、 聴覚 障がい 者の た めの国 際的 な総 合スポ ーツ 大会、 デフ リン

ピッ クの 第１０ ０回 記 念大会 が初 めて 日本で 行わ れ、地 元選 手の

活躍 もご ざいま した 。 また、 本市 は平 成３１ 年に 米子市 手話 言語

条例 及び 条例に 基づ く 施策推 進方 針を 作成し てい ますが 、今 年６

月 の 手 話 施 策 推 進 法 の 成 立 を 受 け 、 こ れ ら を 検 証 し 、 き こ え な

い・ きこ えにく い人 へ の情報 保障 の取 組を一 層推 進して いく 必要



があ ると 考えま すが 、 まず、 市長 の御 所見を お伺 いした いと 思い

ます。

○岡田議長 伊木市長。

○伊 木市 長 議 員が お 尋ねの とお り、 本市で は平 成３１ 年３ 月に

米子 市手 話言語 条例 を 制定し てお りま して、 その 趣旨に のっ とっ

て、 手話 を言語 とし て その普 及啓 発に 努めて きた ところ でご ざい

ます 。今 年６月 の手 話 施策推 進法 の成 立を受 けま して、 きこ えな

い・ きこ えにく い方 へ の情報 保障 につ きまし ては 、一層 の推 進が

必要 だと 認識を して ご ざいま す。 また 、デフ リン ピック が日 本で

初め て開 催され たこ と で、き こえ ない ・きこ えに くい方 への 情報

保障 の重 要性に 対す る 市民の 意識 も高 まって いる のでは ない かと

考え てお ります 。条 例 ですと か、 ある いは推 進法 の理念 を実 現す

るた めに も、今 後も あ らゆる 機会 を捉 えて啓 発に 努めて まい りま

す。

○岡田議長 矢田貝議員。

○矢 田貝 議員 一層 の 推進が 必要 と、 取り組 んで いくと いう ふう

に受 け止 めさせ てい た だきま した 。具 体的に 取り 組むと いう こと

が大 事だ と思い ます 。 啓発で はな くて 、具体 的に 進める とい うの

がこ の施 策の推 進法 の 意味が ある とこ ろでは ない かとい うふ うに

考え てお ります 。と い うこと で、 当然 市が実 施す る地域 生活 支援

事業 の中 でも家 庭や 社 会生活 にお ける コミュ ニケ ーショ ンの 円滑

化を 今後 一層図 られ て いくも のと 思っ ており ます けれど も、 意思

疎通 支援 事業に つい て の課題 認識 と対 応策に つい てお伺 いい たし

ます。

○岡田議長 塚田福祉保健部長。



○塚 田福 祉保健 部長 まず意 思疎 通支 援事業 とは 、きこ えな い・

きこ えに くい方 に対 し まして 、手 話通 訳者や 要約 筆記者 を派 遣す

る事 業で ござい ます 。 県が行 う団 体派 遣と市 が行 う個人 派遣 がご

ざい まし て、ど ちら も 鳥取県 聴覚 障害 者協会 に委 託をし て実 施を

して おり ます。 課題 と いたし まし ては 、派遣 でき る範囲 につ いて

県と 市の 要綱で 決ま っ ており ます が、 派遣を 依頼 したい 会議 など

がそ もそ も派遣 の対 象 になる のか 、団 体派遣 にな るのか 、個 人派

遣に なる のか、 分か り にくい とい った 指摘を いた だくこ とが ござ

いま す。 より使 いや す い制度 にな るよ う、現 在関 係機関 で協 議を

進めているところでございます。

○岡田議長 矢田貝議員。

○矢 田貝 議員 ぜひ そ の協議 を具 体的 にして いた だきま して 、ど

ちら の協 議の先 が拡 大 をして いく のか という とこ ろにな って くる

んじ ゃな いかな とい う ふうに 思い ます 。本市 とし てでき 得る 範囲

の重大な支援、拡充をよろしくお願いいたします。

さ て、 手話が 言語 で あるこ との 理解 と普及 の促 進の啓 発活 動の

一つ に、 シンボ ルカ ラ ーであ るブ ルー のライ トア ップが ある と思

います。本市の取組についてお伺いいたします。

○岡田議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 ブルー ライ トア ップに つい てのお 尋ね でご

ざい ます 。本市 では 、 ９月２ ３日 の手 話言語 の日 に米ッ 子合 掌像、

がい なロ ード、 文化 ホ ール前 のコ ハク チョウ 像、 公会堂 のラ イト

アッ プを 行った とこ ろ でござ いま す。 また、 米子 市内で は米 子コ

ンベ ンシ ョンセ ンタ ー もブル ーラ イト アップ の取 組に参 加を して

いるところでございます。



○岡田議長 矢田貝議員。

○矢 田貝 議員 分か り ました 。市 内で ５か所 され たとい うこ とで

ござ いま すが、 手話 の 日、２ ３日 、一 日され たと いうこ とだ と思

いま す。 それ以 外に ラ イトア ップ によ る市民 への 啓発活 動に つい

てどのようにされているのか、本市の現状を伺います。

○岡田議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 啓発活 動と して のライ トア ップに つい てで

ござ いま すが、 本市 で は児童 虐待 防止 のオレ ンジ ライト アッ プを

米ッ 子合 掌像、 コン ベ ンショ ンセ ンタ ーで、 認知 症月間 にオ レン

ジの ライ トアッ プを 米 ッ子合 掌像 、が いなロ ード 、公会 堂で 、女

性に 対す る暴力 をな く す運動 のパ ープ ルライ トア ップを 米ッ 子合

掌像 、が いなロ ード 、 公会堂 、ふ れあ いの里 の玄 関、コ ンベ ンシ

ョンセンターで行っているところでございます。

○岡田議長 矢田貝議員。

○矢 田貝 議員 今、 啓 発活動 とし て意 識をし て取 り組ん でい る福

祉に 関す るもの 、ま た 人権に 関す るも のとし て御 紹介を いた だき

まし たが 、それ らの 取 組はど の部 署が 管理、 推進 してい くの かと

いう こと なんで すけ れ ども、 私は ライ トアッ プに よる啓 発と いう

のは 、一 つの部 署が 一 括して 取り 組む ほうが メリ ットが ある ので

はないかというふうに考えますが、いかがでしょうか。

○岡田議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 現在、 ライ トア ップに つい てはそ れぞ れの

部署 で取 り組ん でお り まして 、一 つの 部署で 一括 して取 り組 んだ

場合 でも 、かか る経 費 として は変 わら ないと 考え ており ます 。啓

発活 動と しての ライ ト アップ はそ れぞ れの担 当課 が依頼 元の 団体



等と 綿密 な打合 せを 行 った上 で実 施を してお りま すので 、啓 発活

動全 体の 推進の 点か ら 担当課 が行 うほ うがメ リッ トがあ ると 考え

ているところでございます。

○岡田議長 矢田貝議員。

○矢 田貝 議員 経費 は 変わら ない だろ うと考 えて いらっ しゃ ると

いう こと でござ いま し た。団 体等 から の要請 の下 で取り 組ま れて

いる 現状 という とこ ろ は理解 をい たし ますけ れど も、同 時に この

ライ トア ップが 本市 の 施策と して 位置 づけら れて いない とい うふ

うに も私 は受け 取っ た ところ でご ざい ますが 、違 います でし ょう

か。 とは いえ、 ライ ト アップ によ る演 出は単 なる 装飾に はと どま

らず 、奥 深いも ので 、 様々な 角度 から ライト アッ プを推 進し てお

られ るこ とも承 知を し ており ます 。心 理的な 影響 力や場 の雰 囲気、

また 、ブ ランド イメ ー ジの形 成に も深 く関わ るた め見る 人の 印象

や空 間の 価値を 大き く 左右す る、 そう いった こと を期待 して いる

取組 でも あるの では な いでし ょう か。 また、 この ライト アッ プが

テレ ビや ＳＮＳ など を 通じて 広範 囲に 周知さ れる ことで 、多 くの

人々 がそ のメッ セー ジ に触れ 、共 感を 呼び、 社会 的関心 を高 める

こと にも つなが ると 考 えます 。関 連イ ベント と組 み合わ せて いく

こと はも ちろん です け れども 、歩 いて 楽しい まち 、まち なか ナイ

トク ルー ズ等と いっ た 、それ らと 一緒 にライ トア ップに よる 啓発

活動 の一 体的な 取組 、 ぜひ御 検討 して いただ きた いとい うふ うに

思います。

次 に、 聴覚障 がい 者 にとっ て一 つの 情報ア クセ シビリ ティ ー対

応機 器に 、目で 聞く テ レビ専 用受 信機 アイ・ ドラ ゴン４ とい うの

がご ざい ます。 アイ ・ ドラゴ ン４ がど のよう なも のか、 また 日常



生活用具としての給付実績をお伺いいたします。

○岡田議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 アイ・ ドラ ゴン ４につ いて でござ いま す。

聴覚 障が い児・ 者用 と しまし て、 イン ターネ ット 回線を 利用 した

字幕 及び 手話通 訳つ き の番組 や手 話に 関する 情報 、オリ ジナ ル番

組等 を受 信する ため の 機器で ござ いま して、 災害 時には 緊急 信号

の受 信な ど、情 報収 集 に活用 でき るも のでご ざい ます。 これ まで

の給 付実 績につ きま し ては、 令和 ２年 度に１ 件給 付いた しま した

が、それ以降の給付実績はございません。

○岡田議長 矢田貝議員。

○矢 田貝 議員 実は 私 はこの アイ ・ド ラゴン ４に ついて 、先 日教

えて いた だいた ばか り でござ いま して 、調べ てみ ました 。阪 神・

淡路 大震 災をき っか け に聴覚 障が い当 事者団 体と 企業と が一 緒に

なっ て立 ち上げ られ た 手話と 字幕 の配 信シス テム で、２ ０年 以上

にわ たっ て情報 発信 を 続けて いら っし ゃるそ うで ござい ます 。難

聴者 の方 からは 、災 害 時や避 難所 開設 時には とて も有効 なも のだ

と聞いておりますが、御所見を伺います。

○岡田議長 松本防災安全監。

○松 本防 災安全 監 聞 こえな い人 が円 滑に情 報を 得られ るツ ール

とし まし て、ア イ・ ド ラゴン ４は 有用 なもの であ ると考 えま すけ

れど も、 避難所 での 情 報伝達 には ホワ イトボ ード とか板 書を 用い

てい るこ とや、 通常 の テレビ 放送 にお ける文 字放 送の普 及な ども

ござ いま すので 、現 時 点では 避難 所で のアイ ・ド ラゴン ４の 設置

は考えておりません。

○岡田議長 矢田貝議員。



○矢 田貝 議員 防災 情 報など の緊 急情 報等の 発信 ってい うの は、

様々 な手 段を講 じて い ただい てお りま すけれ ども 、障が いが ある

人に は健 常者と 同じ 内 容を同 一時 点で 取得で きな いとい う現 状は

命に 関わ る重要 な問 題 である とい うこ とを強 く申 し上げ たい と思

いま す。 災害時 の活 用 に向け て前 向き な御協 議を ぜひ要 望を させ

ていただきます。よろしくお願いいたします。

そ の上 で、本 庁舎 の モニタ ーの 一つ をアイ ・ド ラゴン ４と 接続

し、 平時 には手 話言 語 の啓発 とし て、 そして 、災 害時に は緊 急情

報の 取得 ができ るよ う にして はと 提案 させて いた だきま す。 御所

見を伺います。

○岡田議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 アイ・ ドラ ゴン ４を庁 舎へ の設置 につ いて

でご ざい ますが 、手 話 言語の 啓発 とい たしま して 、市民 の方 が手

話番 組に 触れる 意義 は 大きい と認 識を してお りま す。ア イ・ ドラ

ゴン ４で 手話番 組を 見 るため には テレ ビ回線 とイ ンター ネッ ト回

線が 必要 であり 、本 庁 舎では 市民 課ホ ールに 設置 してい る大 型テ

レビ のみ が接続 条件 を 満たし てお りま す。障 がい 者支援 課で 保有

をし てお ります アイ ・ ドラゴ ン４ をこ のテレ ビに 接続を いた しま

して 、１ ２月中 に試 験 的に放 映で きる よう取 り組 んでい ると ころ

でございます。

○岡田議長 矢田貝議員。

○矢 田貝 議員 意識 高 く、意 識を 持っ て取り 組ん でいた だい てる

とい うこ とで、 とて も ありが たい 御答 弁をい ただ いたと いう ふう

に思 いま す。ぜ ひ実 施 される とき には 、この こと をしっ かり と周

知、広報していただきたいというふうに思います。



こ れは 私が調 べた 範 囲です けれ ども 、アイ ・ド ラゴン ４に は年

間受 信料 という もの が 団体か 個人 かと いうこ とで 必要だ そう で、

数千 円要 るんだ そう で ござい ます 。自 分でま た設 置でき ない 場合

には 別途 設置費 用と い うもの も要 るそ うです 。で すので 、日 常生

活用 具の 給付と いう の が１件 事例 とし てあっ たと おっし ゃい まし

たけ れど も、こ の機 器 本体の ほか に、 これら の諸 経費の 支援 など

も検 討さ れては どう か と思い ます 。丁 寧にサ ポー トをで きれ ば申

請される方も増えるのではないか、ぜひ御協議ください。

（ ３） に入り ます 。 私が申 し上 げた いのは 、当 事者の 声を 受け

止め る体 制こそ が大 事 じゃな いか とい うこと でご ざいま して 、市

長を はじ めとす る職 員 の皆様 方に は当 事者か らの 声、要 望を 待つ

ので はな く、声 にな ら ない声 をす くい 上げる 姿勢 である とか 、新

しい 支援 機器や 新し い 取組を いち 早く キャッ チし 、本市 の取 組に

して いこ う、そ のよ う な熱い 思い が求 められ てい るので はな いで

しょ うか 。まず 市長 に 、この こと につ いてお 伺い したい と思 いま

す。

○岡田議長 伊木市長。

○伊 木市 長 障 がい の ある方 の御 意見 を受け 止め 、それ を施 策に

反映 して いくと いう こ とは重 要で ある と考え てお ります 。ま た、

有効 と思 われる 最新 の 機器を 導入 する ことも 、そ の具体 的な 方策

とし て必 要なこ とと 考 えてご ざい ます 。そこ で、 当事者 の声 を伺

う機 会と いたし まし て 、米子 市障 がい 者プラ ン見 直しの とき には、

当事 者団 体との 意見 交 換を行 って おり まして 、個 別の依 頼に 応じ

る形 で要 望や意 見を 受 け止め てい ると こでご ざい ます。 引き 続き

こう した 当事者 の方 の 意見な どを 取り 入れな がら 、施策 の推 進に



取り組んでまいりたいと考えております。

○岡田議長 矢田貝議員。

○矢 田貝 議員 この プ ランの 、今 、市 長おっ しゃ いまし たけ ど、

プラ ンの 見直し 時の 意 見交換 とい うの は、ま ず、 プラン 見直 しと

いう 姿勢 で当事 者の 方 々は来 てい らっ しゃい ます ので、 私は 聞く

機会 と言 ってい いの か なとい うふ うに 思いま す。 また、 個別 の依

頼に 応じ ている だけ で は本当 に当 事者 の声を 十分 に酌み 取れ てい

ない ので はない かと い うふう に考 える ところ でご ざいま す。 ぜひ

伊木 市長 には障 がい の ある方 々と 直接 出会う 機会 を持っ てい ただ

きま して 、そし て、 障 がいの ある 方々 が感じ てい らっし ゃる 地域

社会 の現 状や課 題を 受 け止め 、施 策に 反映で きる ことに つい ては

迅速な対応をお願いしたいと思いますが、いかがでしょうか。

○岡田議長 伊木市長。

○伊 木市 長 障 がい を お持ち の当 事者 の方に 直接 お会い する 機会

とい うこ とは、 これ ま でもご ざい まし たし、 また そこで 御意 見を

頂戴 する という こと は 、我々 の政 策立 案に取 りま して大 変貴 重な

機会 とな ってご ざい ま す。今 後に つき まして も、 必要と あれ ばそ

うした機会を設けてまいりたいと考えております。

○岡田議長 矢田貝議員。

○矢 田貝 議員 何ら か の障が いや 疾病 を持っ てい る人が 社会 生活

を送 られ る上で 生き づ らい、 障害 が起 こって ると いうの はそ の人

自身 には 障がい があ る わけで はな くて 、その 方が 存在す る社 会や

環境 に障 害があ ると い う認識 の下 で、 社会の ほう が変わ って いく

のだ とい うのが 最近 の 法整備 の進 み方 だとい うふ うに考 えて おり

ます 。で すので 、そ の ような 姿勢 を自 治体職 員も 持って 臨ん でい



ただ きた いとい うふ う に思う とこ ろで ござい ます 。先ほ どい ろい

ろな 機会 で、市 長は 当 事者の 方々 の意 見を聞 いて おられ ると おっ

しゃ いま したけ れど も 、市長 自ら が持 つよ、 しっ かり時 間を 取る

よ、 そう 言って いた だ かない 限り はな かなか 生ま れない 機会 では

ない かと いうふ うに 思 うので あり ます 。まず 市長 が今ま で以 上に

御決 断の 上の時 間調 整 をいた だき まし て、出 会い 、懇談 する 機会

を１ 年に 一度で もい い と思い ます 。つ くって いた だきた いと いう

ふうに思います。お願いをしておきます。

次に、大要２、えしこにについて移っていきたいと思います。

本 市は 令和４ 年４ 月 、地域 共生 社会 の実現 を図 るため 、福 祉の

よろ ず相 談窓口 とし て 総合相 談支 援セ ンター えし こにを 開設 、米

子市 地域 福祉計 画と 地 域福祉 活動 計画 を一体 的に 策定さ れま した。

私は この 包括的 支援 体 制整備 とい う点 では高 く評 価をし てお りま

す。 では 、現在 はと い います と、 世界 はコロ ナ禍 を乗り 越え はい

たし まし たが、 複雑 化 、複合 化す る福 祉課題 の背 景には 相談 先が

ない 、世 帯の中 で抱 え 込んで しま うと いった 地域 におけ る孤 独化、

孤立 化が 潜んで いる と いうこ とが 全国 的問題 とし て一段 と顕 在化、

国は この 問題を 解決 す るため に、 令和 ６年４ 月に 孤独・ 孤立 対策

推進 法を 施行、 各分 野 からの 取組 強化 を進め てい る状況 でご ざい

ます 。包 括的支 援体 制 の整備 から 孤独 ・孤立 対策 の具体 的な 取組

へと 進ん でいる 中、 本 市はい かが でし ょうか とい うこと で、 今日

も議論をさせていただきたいというふうに思います。

ま ず、 断らな い福 祉 のよろ ず相 談窓 口とし て受 けてき た相 手先

についての分析、評価を伺います。

○岡田議長 塚田福祉保健部長。



○塚 田福 祉保健 部長 相手先 の分 析評 価につ いて でござ いま すが、

えし こに が令和 ６年 度 に受け 止め た相 談５３ ０件 につき まし て、

内訳 をお 答えい たし ま す。本 人、 親族 から２ ４７ 件、地 域包 括支

援セ ンタ ーや医 療機 関 などの 支援 機関 から１ ２５ 件、庁 内各 課か

ら７ ８件 、民生 委員 や 近隣住 民の 方な ど地域 から ５３件 、そ のほ

か２ ７件 となっ てお り ます。 令和 ４年 度のえ しこ に開設 以来 、支

援機 関や 地域か らの 相 談は毎 年度 増加 傾向で ござ いまし て、 着実

にえ しこ にの認 知度 が 高まっ てい ると 考えて おり ますが 、さ らに

認知 度を 向上さ せる た め引き 続き 周知 に努め てい く必要 があ ると

認識をしております。

○岡田議長 矢田貝議員。

○矢 田貝 議員 地域 か らの相 談は 増加 傾向に ある けれど も、 約１

０％ ほど という こと で 、今後 もさ らな る周知 が必 要とい うふ うに

評価 をさ れたと ころ で ござい ます 。実 際にえ しこ ににつ なが なく

ても 多職 種の連 携で も って対 応を して いる案 件と いうの は、 その

何十 倍、 それよ りも か なり多 いと いう ふうに 私は 思いま す。 地域

包括 支援 センタ ーの 総 合相談 支援 を切 り離し た時 点で、 私は 実は

えし こに が福祉 のよ ろ ず相談 窓口 と言 ってい いの かなと いう ふう

に、 違う んじゃ ない か なとい うふ うに 考えて いる ところ でご ざい

ます 。高 齢が離 れ、 障 がいや 子ど も、 貧困な ど、 それが 今後 より

一層 連携 してい くこ と ができ るの でし ょうか とい うとこ ろか らで

ござ いま す。包 括的 支 援体制 の整 備に ついて は停 滞をし てい ると

いう ふう に私自 身は 感 じてい ると ころ でござ いま す。ま た、 ええ

しこ にと いう言 葉に 込 めた具 体的 に課 題解決 や伴 走支援 をす る機

能が 大切 だと思 って い るので すけ れど も、え しこ にの６ 人の 総合



相談 支援 員は分 野を 超 えなが ら対 応す るプレ ーヤ ーなの か、 調整

役な のか 、包括 的支 援 体制の 推進 役な のか、 いま だに私 はよ く理

解を でき ており ませ ん 。福祉 政策 課と 総合相 談支 援セン ター の関

係も よく 分から ない と ころで ござ いま す。こ のこ とは何 度も 御議

論を させ ていた だい て きたと ころ でご ざいま すけ れども 、こ のえ

しこ に、 そして 、総 合 相談支 援セ ンタ ー、地 域包 括ケア シス テム

を当 局の 皆様と 一緒 に 推進し てこ よう と努力 して きたつ もり でご

ざい ます 。えし こに の 開設か ら４ 年目 となっ てお ります 。市 長は

現在 のえ しこに をど の ように 受け 止め ていら っし ゃいま すか 。ま

た、現状打破に妙案をお持ちでしょうか。お聞かせください。

○岡田議長 伊木市長。

○伊 木市 長 え しこ に は、こ れま でた くさん の相 談を受 け付 けて

きた わけ でござ いま す し、ま たそ の中 から次 の展 開に進 めら れる

よう に配 慮もし てき た という とこ でご ざいま す。 これま での えし

こに が受 けてき た相 談 につき まし ては 、その 中身 をよく 分析 した

上で 、相 談内容 をあ る 程度類 型化 、こ れを進 めま して、 あら かじ

め何 らか の方法 で市 民 の皆様 に情 報提 供をす ると いうこ とも 、こ

れか らや ってい きた い という ふう に考 えてご ざい ます。 御相 談の

内容 とし てはい ろん な 多岐に わた ると いうこ とが 一つず つあ るわ

けで すけ れども 、そ の 中には 御自 身で 解決で きる ような 内容 もあ

ると いう ふうに 認識 し ており ます ので 、あら かじ め情報 提供 をす

るこ とに よって 自分 で 対処で きる こと はして もら えると いう こと

にす るこ とも、 これ も 大切な 視点 だと いうふ うに 考えて おり ます。

また 、え しこに の相 談 員の専 門性 につ きまし て、 これか らさ らに

高め て質 の充実 に努 め ますと とも に、 各所管 課と の連携 体制 につ



きま して はしっ かり と 確認を しな がら 、全体 的な 体制の 強化 の充

実につなげたいと考えております。

○岡田議長 矢田貝議員。

○矢 田貝 議員 本当 に 今整理 をし てい かない とい けない とい う市

長の 丁寧 な御説 明を 受 けなが ら、 思い を共有 して いると いう こと

を感 じた ところ でご ざ います 。今 、市 長がリ ーダ ーシッ プを 発揮

され る、 このこ との 大 きなテ ーマ の一 つでは ない かとい うふ うに

考えております。

本 日、 私は現 在の え しこに に関 連し て３つ のこ とを申 し上 げさ

せて いた だきま す。 一 つは、 市長 がお っしゃ りま した、 米子 市は

福祉 の困 り事に 対し て 、ええ しこ に対 応しま すよ という メッ セー

ジと とも に、福 祉の よ ろず相 談と して 現在の 存在 、そし て連 絡先

を強 く発 信して いた だ きたい とい うふ うに思 いま す。え しこ にの

シン ボル マーク を作 成 しては いか がで しょう か。 今日、 私は 米子

市の マー クをつ けま し たけど 、大 分何 か黄色 くな ってき ちゃ った

んで すけ ど、こ うい っ たこと を考 えて もいい んじ ゃない かな とい

うふ うに 思いま す。 ま た、ユ ニホ ーム 的なも のの 着用も 考え ても

いい かも しれま せん 。 また、 全て の公 用車に おい てマグ ネッ トを

貼っ てア ピール して い くとい うの はい かがで しょ うか。 十分 な周

知を 今後 も一層 お願 い したい と思 いま す。２ つ目 は、総 合相 談支

援員 をは じめ、 教育 、 福祉分 野で 庁舎 を離れ て訪 問対応 して いる

職員 、専 門職の 皆様 は 全てが 動く えし こにだ との 自覚で 徹し て伴

走支 援に 努める こと だ と思い ます 。そ して３ つ目 は、情 報の 集約

と取 扱い です。 また 、 ケース 検討 につ いても 福祉 政策課 が中 心に

なら れて ＤＸ化 を進 め ていく 、そ のこ とを提 案さ せてい ただ きた



いと いう ふうに 思い ま す。そ して 最後 は、本 市の 現状に 合っ た地

域ケ アシ ステム を構 築 してい けば いい わけで すか ら、国 の制 度と

かそ うい ったと ころ に こだわ ると 言っ たらお かし いです ね、 その

こと が進 めない 理由 に するの では なく て、情 報を うまく 我が 市に

落と し込 みなが ら、 福 祉保健 部長 自ら がえし こに のセン ター 長を

兼務 する という よう な 勢いを 持っ て頑 張って いた だきた いと いう

ふうに思います。

長 くな りまし たが 、 次の（ ２） に入 りたい と思 います 。生 きづ

らさ を感 じる人 のＳ Ｏ Ｓに気 づけ る人 材育成 につ いてで ござ いま

す。 誰一 人取り 残さ な いため の地 域の つなが りを 育て、 気に なる

人を 見逃 さない とい う 取組は 市民 意識 の醸成 その もので ある と考

えま す。 鳥取方 式の つ ながり サポ ータ ー養成 につ いて繰 り返 し申

し上 げて まいり まし た が、事 業化 に向 け現在 どの ような 検討 が行

われているのか伺います。

○岡田議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 議員御 提案 のよ うに、 生き づらさ を抱 える

方に 気づ き、適 切に 支 援につ なげ るた めの取 組、 市民意 識の 醸成

につ いて は重要 だと 認 識をし てお りま す。現 在、 福祉保 健部 の関

係各 課で 包括的 な支 援 体制の 構築 や地 域共生 社会 の実現 に向 けて、

行政 だけ でなく 市民 の 皆様や 企業 、団 体の皆 様と 御協力 を得 なが

ら取り組むための方策を議論しているところでございます。

○岡田議長 矢田貝議員。

○矢 田貝 議員 長い 期 間にわ たっ ての 御議論 とい うとこ ろは 理解

をさ せて いただ きま す が、今 回つ なが るプラ ンを 読み返 して みま

した 。ま た、様 々調 べ 直す中 で強 く感 じてい るの は、生 きづ らさ



を感 じる 人のＳ ＯＳ に 気づけ る人 、さ らに言 えば 、本人 は感 じて

いな くて も、そ の方 の 中にあ るＳ ＯＳ を感じ 取れ る人の 育成 が孤

立・ 孤独 対策の 肝だ と いうこ とで ござ います 。包 括的支 援体 制か

ら具 現化 して孤 独・ 孤 立対策 にし てい く、今 まで 私が何 度も させ

てい ただ いたえ しこ に の議論 も当 然必 要でご ざい ますけ れど も、

市民 意識 の醸成 と人 材 育成の 取組 を欠 いては 成り 立たな いと 思い

ますけれども、副市長はこの点どのようにお考えでしょうか。

○岡田議長 伊澤副市長。

○伊 澤副 市長 孤独 ・ 孤立対 策に おけ る人材 育成 の話で あり ます。

総論 とし ては、 議員 さ んがお っし ゃる とおり だと 私も思 いま す。

まさ に行 政だけ が何 か をやっ て、 孤独 、孤立 の問 題を解 決す ると

いう こと ではあ りま せ んし、 地域 の力 、さら には 当事者 も含 めて

社会 全体 の理解 や対 応 力、こ うい った ものが まさ に今問 われ てる

んだ ろう という ふう に 思いま す。 社会 と社会 の在 り方、 ある いは

その 中で 人と人 がつ な がって いく 関係 性の中 で幸 せが育 まれ る、

こう いっ たよう な価 値 観、こ うい った ものを みん なで一 回よ くよ

く目 を向 けて点 検し て いく、 そん なこ とも必 要な のかも しれ ませ

ん。 議員 御提案 のそ う いった 中で 、周 りに気 づけ る人材 育成 、こ

れが 大き なキー ワー ド になる とい うこ とは、 先ほ ど申し 上げ たと

おり 、私 も同感 であ り ます。 その ため にも市 民を 巻き込 むと いい

まし ょう か、市 民の 方 々を主 体と して 捉えた 市民 運動の よう な取

組が でき ないか な、 少 し時間 のか かる 息の長 い取 組なの かも しれ

ませ んが 、やは り自 分 事とし て孤 独、 孤立の 問題 を考え る。 だか

らこ そ、 周りに も目 が 向けれ る、 そん なこと もキ ーワー ドに しな

がら 何か 取り組 むこ と ができ ない かな という こと で、今 、担 当の



福祉保健部のほうとも話し合っております。

も う一 つだけ 言い ま すと、 先ほ どお っしゃ った 、いわ ゆる 鳥取

方式 のや り方、 これ も 参考に した いと は思い ます が、既 に議 員よ

く御 存じ のとお りで す けど、 様々 なサ ポータ ーが たくさ んあ りま

して 、い ずれも やは り 周りに 対す る声 かけだ った り、あ るい は気

づき の問 題であ った り 、共通 する 部分 はたく さん ござい ます 。こ

の辺 をど のよう に従 来 の取組 を生 かす 形でよ り発 展させ てい くの

かな とい うのも 一つ の キーワ ード だと 思って おり まして 、い ずれ

にし ても 何らか の取 組 を進め たい とい うこと で、 今考え てお りま

す。以上であります。

○岡田議長 矢田貝議員。

○矢 田貝 議員 どの き っかけ から 取り 組んで もい いので 、そ れら

のサ ポー ターの 中に Ｓ ＯＳに 気づ ける ってい う思 いを浸 透さ せて

いく って いうと ころ を おっし ゃっ たん じゃな いか なと思 いま す。

ぜひ とも それに 気づ い たとき には 、え しこに なん だ、え しこ にに

連絡 すれ ば大丈 夫な ん だと、 えし こに が身近 に感 じてい ただ ける

こと が大 切なん じゃ な いかな とい う思 いから 質問 をさせ てい ただ

いて おり ます。 副市 長 の御答 弁に 、今 、次の 質問 もお答 えい ただ

いた よう に思い ます の で、３ は飛 ばし たいと いう ふうに 思い ます

けれ ども 、それ らの 取 組とい うの は、 えしこ にを 擁する 福祉 政策

課で 私は 取り組 んで い ただき たい なと いうふ うに 考えて いる とこ

ろで ござ います 。本 市 に今必 要な のは 計画や 協議 から大 きく 前進

した 課題 解決へ の具 体 的な取 組で ござ います 。孤 独・孤 立対 策の

具体的な取組についてお考えを伺いたいと思います。

○岡田議長 塚田福祉保健部長。



○塚 田福 祉保健 部長 孤独・ 孤立 対策 の具体 的な 考えで ござ いま

す。 まず 現在、 今後 認 知症高 齢者 の増 加が見 込ま れてい るこ とを

踏ま えま して、 認知 症 の人や その 家族 が必要 なサ ービス や支 援に

つな がる 体制の 充実 に 取り組 みた いと 考えて おり ます。 今年 度は

まち の中 や日常 生活 の 中でご ざい ます 。例え ばお 店の中 など で困

って おら れる認 知症 の 方を見 かけ られ た際に 早期 に適切 な支 援機

関へ おつ なぎい ただ く ことを 目的 とい たしま した 認知症 に関 する

相談 窓口 一覧の チラ シ を作成 いた しま して、 市内 の金融 機関 、小

売店 、交 通機関 など に 配布を いた しま した。 とと もに、 本チ ラシ

を活 用い たしま して 、 地域包 括支 援セ ンター が圏 域内の 関係 施設

へ周 知を 行うな ど、 民 間事業 者な どと 連携を しま した体 制づ くり

に取 り組 んでい ると こ ろでご ざい ます 。また 、今 後民間 企業 向け

のサ ポー ター養 成講 座 の新た な導 入な ど、認 知症 に関す る基 本的

な知 識で すとか 、新 し い認知 症観 のさ らなる 普及 に取り 組む 予定

としているところでございます。

○岡田議長 矢田貝議員。

○矢 田貝 議員 この 孤 独・孤 立対 策の 突破口 とし て、認 知症 から

取り 組ん でいこ うと い う意気 込み を受 け止め させ ていた だき まし

た。 そこ で、確 認で す けれど も、 民間 事業者 、企 業等を 対象 とし

た認 知症 サポー ター 養 成講座 に限 らず 、今ま での ような 認知 症サ

ポー ター 養成講 座に お いても 生き づら さを感 じる 人のＳ ＯＳ に気

づけ る人 材育成 の意 味 、意義 を込 める 、加え ると いう理 解で よろ

しいのでしょうか伺います。

○岡田議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 議員お 尋ね のと おりで ござ いまし て、 支援



機関 の周 知です とか 、 認知症 サポ ータ ー養成 講座 の開催 など を通

じま して 、家族 、知 人 などで 悩み を抱 える方 がお られた 際に 適切

な支 援機 関を紹 介、 御 案内し たり 、ま ちの中 で困 ってお られ る方

を見 かけ た際に 、さ り げない 見守 りや サポー トが できる 人、 ＳＯ

Ｓに 気づ ける人 が増 え ること を期 待し ており まし て、各 種取 組を

通じ た幅 広い人 材育 成 が可能 にな るも のと考 えて いると ころ でご

ざいます。

○岡田議長 矢田貝議員。

○矢 田貝 議員 それ を 推進す る課 とい うのは 、ど こにな りま すで

しょうか伺います。

○岡田議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 まず認 知症 施策 の取組 の中 で始め てお りま

すの で、 現在の 認知 症 施策の 担当 課は 長寿社 会課 でござ いま すが、

孤独 、孤 立を防 ぐた め の施策 とい たし まして は福 祉政策 課が 中心

とな りま して、 関係 各 課とと もに 推進 してま いり たいと 考え てお

ります。

○岡田議長 矢田貝議員。

○矢 田貝 議員 分か り ました 。福 祉政 策課と いう のが出 てき て安

心は いた しまし た。 相 談窓口 とい うの は幾つ もあ っても いい と思

いま すし 、その 窓口 周 知を推 進す る課 という のは 担当そ れぞ れで

よい とい うふう に思 い ます。 私た ちに 米子市 には 、ええ しこ にと

いう 機能 がある 、で す からど この 窓口 に相談 して も大丈 夫だ よと、

各課 にお ける相 談窓 口 を紹介 され なが らも、 その 先には 総合 相談

支援 セン ターえ しこ に がある と周 知し 、ええ しこ にとい う安 心の

仕組 みが あると いう こ とを誇 りを 持っ て紹介 をし ていた だき たい、



この こと がつな がり サ ポータ ーの 養成 の根底 にあ るもの だと いう

ふうに私は考えております。

大 要２ の最後 に、 こ のつな がり サポ ーター 養成 の推進 、ま たえ

しこ にの 整理、 強化 と いうの は誰 が責 任を持 って いかれ るの か、

改めてお伺いをいたします。

○岡田議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 孤独・ 孤立 対策 の推進 に向 けて、 行政 だけ

でな く、 市民の 皆様 、 企業、 団体 の皆 様と一 緒に なって 取り 組む

こと が重 要でご ざい ま して、 市民 意識 の醸成 と人 材育成 は重 要な

視点 であ ると考 えて お ります 。ま た、 えしこ にを 開設し て４ 年目

とな りま すが、 福祉 の 総合相 談窓 口と して市 民に 広く認 知さ れ、

相談 しや すい相 談窓 口 となり ます よう 引き続 き取 り組ん でい く必

要が ある と考え てい る ところ でご ざい ます。 福祉 保健部 各課 や支

援関 係機 関の皆 様と 連 携をい たし まし て、私 の責 任で推 進を して

いきたいと考えております。

○岡田議長 矢田貝議員。

○矢 田貝 議員 部長 の 思いを 受け 止め させて いた だきま す。 私も

応援 をし てまい りま す 。この 孤独 ・孤 立対策 を総 合的に 進め てい

くた めに 、市長 、副 市 長、執 行部 の皆 様方の 総力 を結集 され まし

て、 えし こにが 市民 の 皆様に 愛さ れる 取組に なる ように 期待 をし

ております。

次に、大要３に移ってまいります。

時 間が 十分に ある よ うに思 いま した けど、 押し ており ます 、早

口に なっ て申し 訳あ り ません 。② の質 問から 入ら せてい ただ きま

す。 災害 により 自宅 で 生活で きな かっ た人が 一定 期間滞 在す る指



定避難所の開設体制についてお伺いいたします。

○岡田議長 松本防災安全監。

○松 本防 災安全 監 開 設体制 でご ざい ますけ れど も、災 害の 種別

によ りま してあ らか じ め避難 所を 設定 いたし まし て、本 市の 職員

が指 定避 難所と なる 施 設にお いて 開設 の準備 を行 い、避 難者 数の

確認 、報 告や避 難者 の 数に応 じた 物資 の配給 手配 などの 対応 を行

うこととしております。

○岡田議長 矢田貝議員。

○矢 田貝 議員 分か り ました 。こ の避 難所の 開設 という のは 、今

まで の御 答弁で いき ま すと、 本市 の職 員が行 うと 、この こと に変

わりはないのでしょうか。改めて確認させてください。

○岡田議長 松本防災安全監。

○松 本防 災安全 監 市 からの 情報 伝達 の徹底 や物 資の公 平な 分配

など の観 点から 、原 則 として 市の 指定 避難所 の開 設につ きま して

は本 市職 員が取 り組 ん でおり 、答 弁に 変わり はご ざいま せん 。な

お、 平日 の日中 にお い て、公 民館 や学 校など を避 難所と して 開設

する 場合 は、当 該施 設 の公民 館職 員で ありま すと か学校 教職 員と

の協力、連携も想定をしているところでございます。

○岡田議長 矢田貝議員。

○矢 田貝 議員 くど い ようで ござ いま すけれ ども 、なぜ 行政 職員

だけ で開 設を行 わな け ればな らな いの か、そ この 理由に つい てお

伺いさせていただきます。

○岡田議長 松本防災安全監。

○松 本防 災安全 監 た だいま 答弁 のほ うさせ てい ただき まし たけ

れど も、 災害の 状況 か ら避難 所の 設定 、情報 伝達 の徹底 など が必



要で ござ います こと か ら、初 期開 設に つきま して は本市 職員 で対

応を行っているところでございます。

○岡田議長 矢田貝議員。

○矢 田貝 議員 災害 の 種類や 規模 によ りまし て、 行政だ けで は対

応で きな いこと があ る という ふう には 想定を され ていら っし ゃら

ない ので しょう か。 避 難所開 設に つい て地域 住民 との協 力体 制の

必要性について改めて伺います。

○岡田議長 松本防災安全監。

○松 本防 災安全 監 地 域住民 との 協力 の必要 性と いうこ とで ござ

いま す。 避難所 の開 設 につき まし ては 、原則 的に は市職 員で 行い

まし て、 以後の 運営 に おいて 地域 によ って避 難さ れる方 も様 々な

状況 であ るため 、関 係 機関の 協力 、連 携のみ なら ず、地 元の 状況

に精 通を してお られ る 地域住 民の 協力 体制と いう ものは 重要 であ

ると 考え ており ます 。 また、 様々 な災 害事例 から も地域 住民 の自

助、 共助 が命を 救う 最 大の手 だて とな ってお りま して、 自主 防災

組織 等と の連携 、地 域 への防 災啓 発活 動を引 き続 き続け てま いり

たいと考えております。

○岡田議長 矢田貝議員。

○矢 田貝 議員 原則 、 市の職 員で 行う 開設と いう のは具 体的 に何

を意 味す るとい うこ と なので しょ うか 。開設 以降 の運営 とい うの

は具 体的 に何を 想定 し ていら っし ゃる のでし ょう か。こ れは 今後

議論 をさ せてい ただ き 、また 御教 示い ただき たい という ふう に考

えて おり ますが 、避 難 所で第 一線 のフ ロント で開 設担当 の市 職員

が避 難所 に来ら れた 被 災者を 受け 入れ る体制 を整 えて受 け付 けら

れた とし ても、 同時 に 受け付 けた 後は 避難所 とし ての体 制が 取ら



れて いく もの、 取ら れ ていな いと いけ ないの では ないで しょ うか。

地域 住民 の協力 とい う のはこ うい った 視点か らの スター ト時 点か

ら必 要だ という ふう に 私は考 えて おり ます。 地域 住民と とも に実

施さ れた 避難所 開設 の 訓練で ある とか 、開設 時に 必要な 備え など、

一部 の地 域かも しれ ま せんが 、小 さな 芽が出 てき ている ので はな

いかと考えますが、本市の現状を伺います。

○岡田議長 伊木市長。

○伊 木市 長 避 難所 開 設の訓 練や 開設 時の備 えに ついて 、様 々地

域住 民が 主体的 に推 進 してい る状 況と いうの はあ るわけ でご ざい

ます けれ ども、 よく 自 助、共 助、 公助 、これ が大 切であ ると いう

こと が言 われる わけ で ござい ます けれ ども、 特に 大規模 な災 害で

すと か、 あるい は地 震 などの 突発 的な 災害の 場合 は行政 職員 自身

が被 災者 となる 可能 性 という もの もあ りまし て、 その場 合状 況の

把握 自体 が困難 にな る 可能性 もあ りま す。そ の場 合は、 自助 、共

助、 こう した行 動開 始 が命を 守る ため には重 要と なって まい りま

す。 そこ で、職 員で の 開設の みな らず 住民の 自助 や共助 の活 動が

最重 要と なって まい り ますの で、 これ を協力 して 体制構 築の ため、

これ を含 めた方 策を 住 民の皆 様に 考え ていた だき たいと ころ でご

ざい ます 。現在 、地 区 での一 般災 害訓 練など を通 しまし て避 難所

開設 時の 動きの 確認 で すとか 、あ るい は要配 慮者 の使用 等を 想定

した 簡易 ベッド やパ ー ティシ ョン の設 置訓練 など を行っ てお りま

して 、引 き続き 地域 住 民の意 識向 上を 図って まい りたい と考 えて

おります。

○岡田議長 矢田貝議員。

○矢 田貝 議員 市職 員 や地域 の防 災関 係者等 との 間であ らか じめ



避難 所運 営委員 会を 設 置する 、そ して 、運営 マニ ュアル では なく

て開 設マ ニュア ルと い うのを 作成 して はどう でし ょうか 。こ れは

自治 体と か地域 の責 任 者に入 って もら うとい うよ りは、 今、 市長

もお っし ゃいま した 地 域の側 から 手を 挙げて いた だくよ うな メン

バー 、意 識のあ る方 々 も中心 に入 れら れたら いい と思い ます 。そ

のよ うな 体制を 提案 さ せてい ただ きた いとい うふ うに思 いま す。

また 、そ ういっ たこ と になる ため に開 設担当 の職 員の方 に協 力す

る人 が避 難者の 中か ら 自発的 に出 てく るよう な日 頃から の取 組、

訓練 とい うのも 必要 だ という ふう に思 うわけ です 。指定 避難 所の

開設 は原 則市職 員で 行 うとい う行 政の 立場か らの お考え 、理 由は

理解 いた します けれ ど も、地 域住 民の 協力を 想定 した指 定避 難所

の開 設に ついて 、今 後 もぜひ 協議 させ てくだ さい 。よろ しく お願

いいたします。

さ て、 過去２ 回提 案 を申し 上げ まし た指定 避難 所配置 図の 作成

と掲示について、現在の推進状況を伺います。

○岡田議長 佐々木総合政策部長。

○佐 々木 総合政 策部 長 避難 所配 置図 でござ いま すが、 議員 から

の御 提案 もござ いま し たので 、私 ども のほう から 例年防 災訓 練を

実施 して いる地 区に 声 かけを いた しま した。 その 結果、 大篠 津地

区か らぜ ひ取り 組ま れ たいと いう 御意 向が示 され たとこ ろで あり

ます 。大 篠津地 区か ら は今年 度中 の実 施を前 提と いたし まし て、

現在 学校 など地 元の 関 係者の 皆様 方と 準備を 進め ておら れる よう

に伺ってございます。以上であります。

○岡田議長 矢田貝議員。

○矢 田貝 議員 地域 住 民の皆 様の 協力 を得る ため に避難 所配 置図



とい うの は大変 有効 な 取組だ とい うふ うに考 えて おりま す。 今年

度中 に実 施の方 向と い うこと も伺 いま した。 感謝 を申し 上げ ます。

さ て、 文科省 の避 難 所とな る学 校施 設の防 災機 能に関 する 事例

集に は、 被災後 の学 校 教育活 動の 早期 再開に は災 害から の復 旧、

復興 の第 一歩と なる 学 校活動 を早 期に 再開さ せる ために 避難 生活

と教 育活 動が共 存す る 際の学 校施 設の 利用計 画を あらか じめ 決め

てお くと ともに 、教 職 員が教 育活 動再 開に専 念で きる体 制を 確保

する など 、適切 な対 応 を行う こと が重 要と書 かれ ており ます 。体

育館 以外 の施設 利用 に ついて 、学 校を 交えた 協議 はどの よう に行

われているのかお伺いいたします。

○岡田議長 松本防災安全監。

○松 本防 災安全 監 学 校を交 えた 協議 という こと でござ いま す。

災害 時の 対応に つき ま しては 、ま ず生 命、そ して 救護の こと を考

えま すと 財産、 生命 、 財産の 保護 が第 一であ ると 考えて おり ます。

一方 で、 災害の 復旧 、 復興で の教 育活 動の早 期再 開も重 要な 位置

づけ とな るもの でご ざ います 。学 校施 設につ きま しては 、原 則と

して 体育 館やエ アコ ン が設置 され てお ります 特別 教室な どを 優先

して 避難 スペー スと し て活用 する こと 、利用 する ことを 想定 して

おり まし て、一 般教 室 の利用 を控 え教 育活動 が早 期再開 でき るよ

う配 慮を 行って おる と ころで ござ いま す。本 年度 の８月 に各 小中

学校 の教 職員を 対象 と しまし た防 災研 修を行 うな ど、教 職員 の防

災意 識の 向上を 図る 取 組も行 って おり まして 、今 後も継 続し て教

職員 の防 災意識 の向 上 も含め 避難 スペ ースの 在り 方につ いて 検討

してまいりたいと考えております。

○岡田議長 矢田貝議員。



○矢 田貝 議員 この 夏 に行わ れた 防災 研修、 早速 の取組 、素 早い

なと いう ふうに 思う と ころで ござ いま すけれ ども 、実際 に先 生方

にま ずこ ういっ た考 え 方なん だっ て、 理解を して いただ いて いる

第一 歩を 歩み出 した と いうこ とだ と思 います 。具 体的に 地域 名と

して 大篠 津って いう と ころが 出て まい りまし た。 ぜひそ こに おき

まし ても 先生方 の御 協 力を得 なが らの 作成に 向か ってい ただ きた

いと いう ふうに 考え る ところ でご ざい ます。 災害 の規模 や種 類、

災害 発生 の時間 や時 期 によっ て避 難者 数や避 難者 のニー ズが 大き

く異 なっ てくる こと か ら、必 ずし も作 成した 配置 図のと おり に指

定避 難所 の開設 には な らない かも しれ ません が、 学校が 指定 避難

所に なる と体育 館だ け ではな く、 グラ ウンド での 車中泊 や配 慮が

必要 な方 には早 い段 階 からの 教室 も使 用して いた だくこ とが 、防

災安 全監 おっし ゃっ た ように 想定 をさ れるも ので ござい ます 。ぜ

ひ先 生方 の理解 、御 協 力を得 なが ら進 められ るよ う、教 育長 にも

改めてお願いをさせていただきたいというふうに思います。

先 ほど の部長 の御 答 弁から 、継 続的 な取組 があ った地 域に 声を

かけ たと ころ、 手を 挙 げてい ただ き、 御希望 があ ったの で、 まず

大篠 津に 配置図 作成 が 進んで いく とい うふう に御 説明が ござ いま

した 。そ のこと は受 け 止めさ せて いた だきま すが 、今後 全て の小

中学校で取り組まれるべきだと考えますが、いかがでしょうか。

○岡田議長 佐々木総合政策部長。

○佐 々木 総合政 策部 長 避難 所配 置図 の作成 につ いてで ござ いま

すが 、こ れは作 成過 程 を通じ まし て、 避難所 の開 設、運 営に 関す

る理 解を 深めて いた だ くこと はも とよ りでご ざい ますが 、災 害対

応と いう のを自 分事 と して捉 えて いた だくと 、こ ういっ た意 味に



おき まし ても非 常に 有 効な手 段で ある と認識 をし ている とこ ろで

あり ます 。他方 で、 普 及展開 とい うこ とを考 えま すと、 まず は地

域の 主体 的な行 動と い うもの を促 して いくこ とが 必要で ある と、

この よう に考え てい る ところ であ りま す。そ こで 、本市 とい たし

まし ては 今回実 施を い たしま す大 篠津 地区、 ここ での取 組を 先行

事例 とい たしま して 、 他の小 中学 校区 におけ る導 入を促 して いけ

ればと、このように考えております。以上であります。

○岡田議長 矢田貝議員。

○矢 田貝 議員 部長 お っしゃ いま した 取り組 む過 程とい うの がと

って も大 事では ない か なとい うふ うに 思って おり ます。 また 、気

にな るの は先行 事例 で 地域の ほう で環 境があ った り、手 が挙 がっ

たと ころ からし て、 そ れを横 展開 して いくと いう 、その 考え って

あら ゆる 政策に おい て 共通す る当 局の 皆様か らお 伺いす る答 えな

んで ござ います けれ ど も、こ れっ て配 置図と か避 難所の 運営 に対

する 準備 を整え てい く という こと が、 地域の 手挙 げを待 って いて、

でき ると ころか らと い うスピ ード 感で よいの かと いうこ とを 、一

つ私 は申 し上げ たい と いうふ うに 思い ます。 でも 、部長 がお っし

ゃっ たこ とには 全面 的 に賛成 をし てお ります 。少 しでも 早い 年数

でも って 横展開 、全 て の学校 にお いて 取り組 まれ ること が大 事だ

とい うふ うに思 いま す けれど も、 最後 に、伊 木市 長にこ の点 につ

いてのお考えを伺いたいと思います。

○岡田議長 伊木市長。

○伊 木市 長 議 員御 提 案の避 難所 配置 図の作 成で すけれ ども 、避

難所 開設 や、あ るい は 運営に 関す る理 解を深 める 効果的 な手 段の

一つ と考 えてご ざい ま す。先 ほど 部長 からも 例を 挙げま した が、



大篠 津地 区など で避 難 所運営 訓練 の場 で活用 とさ れる動 きも ござ

いま す。 本市と いた し まして は、 こう した地 域主 体での 動き を一

つの 先行 事例と いた し まして 、他 の小 中学校 区に も横展 開で きれ

ばと いう ふうに 思っ て 考えて おり ます 。また 、こ のたび 内閣 府の

防災 功労 者防災 担当 大 臣表彰 を受 賞さ れまし た福 米中学 校区 防災

体験 キャ ンプの 実行 委 員会の よう に、 避難所 生活 を体験 する 実践

的な 活動 を行っ てい る 団体も ござ いま す。こ のよ うな優 れた 地域

主体 での 活動を 広め て いくと いう こと も重要 だと 考えて おり ます。

さら に地 域防災 対策 に おきま して は、 避難所 の開 設・運 営、 これ

は極 めて 重要な こと で ありま すの で、 本市と いた しまし ては 、こ

のよ うな 地域主 体で の 活動支 援と 併せ まして 、避 難所運 営要 員の

確保 です とか、 ある い は開設 訓練 、さ らには 住民 参加型 の避 難所

開設 訓練 を実施 する な ど、多 角的 に対 策を講 じて まいり たい と考

えております。

○岡田議長 矢田貝議員。

○矢田貝議員 終わりです。


